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今
年
も
、
村
、
村
社
会
福
祉
協

回
は
九
月

一
日
現
在
で
三
千
六
百

一
段
と
加
速
し
て
高
齢
化
が
進
行

六
人
と
な
り
女
性
の
健
康
長
寿
が

て
み
る
と
、　
一
人
暮
ら
し
が
百
十

状
で
す
。

男
は
五
年
連
続
、
女
は
六
年
連
続

に
満
百
歳
を
迎
え
る
葛
西
磯
吉
さ

記
念
し
祝
状
及
び
記
念
品
が
、
高

地
区
の
葛
西
磯
吉
さ
ん
、
今
ハ
シ

さ
ん
、
寺
谷
武
男
さ
ん
に
伝
達
さ

積
極
的
に
進
め
て
い
く
考
え
で
あ

み

な

が

ら

、

友

人

達

と

の
昔

話

に

最

後

に

、

長

い
人

生

経

験

か

ら

地

域

づ

く

り

に
役

立

て

て

い
く

心

=束 方=

鷺徴 輛 嘉 [
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需||■‐■1長‐毒白せ
方西方東

年齢

葛 西 磯 吉

今   儀 作

藤 田 角 松

八木澤 カ ッ

奈 良 賢 吉

和 嶋 ナ ガ

今   イ マ

濱 田  ト シ

相 川 や え
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磯松

一
日
墨

島
副
Ｗ

´
一
“

　

（
平

識
に
＝
動
制

以 一
却
叫
姉
贅

対
象
）

勧

進

元

十
叩

浦
Ｉ
村

役
Ｉ
場

年齢 年年月日 1地 区

今   ハシメ

安 田 源三郎

高 橋 勇 一

豊 島 キ ナ

齊 藤 キ ミ

花 島 乙 吉

(敬称を略します)
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●この番付は9月 1日 付けで作成したものです。
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岩
木
川
下
流
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
［

一サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
一こ
彙
山
憾
や
し

．●
一
五
．穀
豊
穣
を
願
う
初
秋
の
ま
つ
り
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十

日

間

、

秋

の
全

国

交

通

安

全

運

動

が
行

わ

れ

ま

し

た
。

今

回

の
重

点

目

標

は

①

若

者

に

よ

る
無

謀

運

転

の
追

放

②

シ

ー

ト

着

用

の
徹

底

③

違

法

駐

車

の
締

め

村

で

は

、

交

通

安

全

運

動

が
始

ま

る
前

か

ら

、

道

路

反

射

鏡

の
清

掃

、

チ

ラ

ン
の
毎

戸

配

布

、

広

報

内

地

区

で
朝

早

く

か

ら

の
街

頭

指

導

を

行

い
、

交

通

安

全

協

会

、

交

通

安

全

母

の
会

、

保

育

所

母

の
会

や

指

導

隊

等

約

二

十

人

の
人

達

が

安

全

運

転

を

ド

ラ

イ

パ

ー

に
呼

び

隊

に

よ

り

、

交

通

安

全

パ

レ
ー

ド

を

行

い
ま

し

た
。

街

頭

指

導

は

十

二

、

脇

元

地

区

で
も

行

わ

れ

、

三

百

組

用

意

さ

れ

袋

も

「
安

全

運

転

お
願

い
し

ま

す

」

り

に
配

ら

れ

て

い
ま

し

た
。

「子
供
と
老
人
が
触
れ
合
い
な

が
ら
感
性
を
高
め
あ
い
、
ま
た
地

グ
ラ
ン
ド
で

「運
動
会
ご
っ
こ
」

所
全
児
童
の
合
同
運
動
会
に
お
し

待
し
、
地
域
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
子
供

と
老
人
の
ふ
れ
あ
い
は
貴
重
な
体

り
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

高
松
隆
三
村
長
も
出
席
し
、
限
り

な

い
力
を
秘
め
た
子
供
達

に
熱

い

開
会
式

で
は
全
児
童
を
代
表
を

し

て
、
相
内
保
育
所

ひ
ば
り
組

の

秦

一
世
く
ん
と
鎌
田
朋
花
ち

ゃ
ん

ま
す
」
と
歓
迎

の
言
葉
を
言

い
ま

お年寄りと一緒に「運動会ごつこ」

市浦中からアイデア募集見事完成

こ
の
看
板
は
国
有
保
安
林
の
機

能
と
役
割
を
地
元
住
民
や
数
多
く

林
野
治
山
事
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
目
的
か
ら
、
防
風

看
板
の
製
作
に
あ
た
り
原
画
は

市
浦
中
学
校

（校
長

・
鳳
至
幹
夫

生
徒
数

一
六
三
）
の
協
力
で
全
校

生
徒
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

和

真

澄

さ

ん

の
作

品

を

特

選

と

し

の
五

月

庖

固

有

林

で
行

わ

れ

、

特
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「小
さ
な
私
で
も

″
や
れ
ば
″

十
四
日
、
武
蔵
大
学
人
文
学
部
助

手
、
筑
波
大
学
女
子
柔
道
部
監
督

道
選
手
権
優
勝
Ю
連
覇
の
偉
業
を

な
し
、
世
界
女
子
柔
道
選
手
権
大

女
三
四
郎
″
と
い
わ
れ
、　
一
時
代

今
回
の
講
演
は
村
商
工
会
が
主

持
っ
て
そ
れ
に
望
め
ば
、
日
標
を

ク
リ
ア
ー
出
来
た
と
い
う
心
の
支

え
が
生
ま
れ
る
」
な
ど
と
、
自
分

の
経
験
上
最
も
大
切
な
話
や
柔
道

第

四

回

市

浦

村

郵

便

局

長

杯

親

善

ゲ
ー

ト

ボ

ー

ル
大

会

が

、

九

月

七

日

、

Ｂ

＆

Ｇ

体

育

館

で
開

催

さ

持

と

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル
並

び

に
各

ス

ポ

ー

ツ
活

動

の
普

及

を

図

る

こ
と

」

を

目

的

と

し

て

行

わ

れ

、

老

人

約

ス
テ

ィ

ッ
ク

さ

ば

き

を

競

い
あ

い

競
技
が
開
始
さ
れ
る
と
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
声
援
が
飛
び
交
い
、

優
　
勝
　
十
三
第

一
チ
ー
ム

第
二
位
　
大
　
　
田
チ
ー
ム

を
始
め
た
き

っ
か
け
、
世
界
選
手
　
　
ら

の
質
問
に
も
笑
顔

で
答
え
る
な

権
で
の

エ
ピ
ツ
ー
ド
な
ど
約

二
時

　
　
ど
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し

り

ゑ

　

　

　

敢

闘

賞

　

　

　

　

武

田

長

之

助

キ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

藤

　

ノ

リ

た

人

に

対

す

る

尊

厳

死

な

ど

は

マ

の
生

活

に

近

づ

け

る

よ

う

に
す

る

、

一百

い
か

え

る

と

生

活

の
質

を

向

上

ラ

イ

フ

（
Ｑ

Ｏ

Ｌ

）

―

と

い
う

こ

と

が
特

に
強

調

さ

れ

て

き

て

い
ま

要

す

る

に

こ
れ

ま

で

は

病

気

を

治

き

ま

し

た

が

、

次

第

に

そ

の
患

者

だ

と

思

い
ま

す

。

私

た

ち

は

決

し

葛

西

智

徳
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嚇
紹

ま
せ
ん
が
、
十
二
湊
安
藤
氏
の

料
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

母
は
奥
州
国
司

（鎮
守
府
将

軍
兼
務
）
北
畠
顕
家
卿
の
姫
君

十

一
年

（
一
四

一
四
、
足
利
四

代
義
持
将
軍
の
時
代
）
二
月
に

基
南
嶺
瑞
策
大
禅
定
門
神
儀
」

書
か
れ
て
い
ま
す
。

「損
館
」

は
補
陀
寺
の
建
立
に
当
た
っ
て

莫
大
な
資
材
を
提
供
し
た
お
方

（大
檀
那
と
い
い
ま
す
。）
と
い

瑞
策
大
禅
定
門
」
で
す
。

「神

儀
」
は

「神
祗
」
の
誤
り
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
神
仏
両
様
で

祭
ら
れ
て
い
た
も
の
で
し
ょ
う

行
事
績
に
因
ん
で
つ
け
ら
れ
る

嶺
瑞
策
」
の
意
味
は
わ
か
り
ま

お
位
牌
の

「院
殿
号
」
を
は
っ

安
倍
安
藤
ω
盛
季
は
、
元
応
元

福
島
城

（館
）
に
生
ま
れ
、
母

齢
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

ま
た
、
盛
季
の
木
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
住
職
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
も

盛 :

季寛

十
二
湊
福
島
城

（館
）
の
第
四

盛
季
の
事
績



も
は
り
き

っ
て
ま
す
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ら
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拿 ‖月2日～4旦
あすを拓くふるさとまつり開催/

芸能発表、倉」作劇、特産品販売、

その他何でもあり。期間中一度は

行こうコミュニテイーセンターヘ。

％

鵬

一

お

誕

生

ぬけ曇ナれ書なピをい点
非

(着け著いな力勇た人)

う
協ゝ勇

|え

毛憲愧
|え

る人

-221
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市浦村の人口と世帯数  平成3.9.1現 在

田 島 田 谷 川 良
属

浦 本

書警箪套奔梢旱考量
戦主碍調査杏需調調

露霊徹う喜嚇曇雪[

一謂

一

ご

結

婚

⌒』　噸　裕　［
一割　碑一

⌒時　繰　貴一和社
一は　印一

⌒樺　綺　螂　識
一郵　秘一

（卦津剌　制　菫
一い　れ一

⌒中　枷　議穂摯
一『　勁一

（議　［　友　峰
一い　一̈一

⌒由　剌　囃　「
一動　痴一

国
圃

国

中
　
山
　
卜
　
・ン

（磯
松
）
８７
歳

〓
一　
上
　
憲
　
経

（相
内
）
４８
歳

亀
　
田
　
花
　
枝

⌒十
三
）
４４
歳

情
TTさL世く趾

役場の電話は62-2111
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運動習慣を身につけ心地よい汗をと、親子で走ろ

う健康マラソン大会が体育の日に行われ 、3kmと 5
kmに親子約 150人 が参カロし健脚を競いました。

マラソン終了後には 、食生活改善推進員による豚

汁に舌鼓。健康づくりにさわやかを一日となりました。


